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研究成果の概要（和文）：　進化する日本の高度生殖医療（以下ART）の技術的革新は倫理的問題を含んでいる
が、看護において教育的指針は明らかでない。そこで、日本における看護教育およびケアへの示唆を得ることを
目的として、医療消費者・看護学生への調査、看護学士課程のシラバス・教科書分析を行った。その結果、ART
への意識の男女差やカップルの関係性の理解の重要性、看護教育における実践の中で体験を重視した倫理観の涵
養、臨地での指導者のタイムリーな指導が有効であることが示唆された。第三者関与のARTのような倫理的問題
を多分に含むトピックスの教育時間は、施設によるばらつきが大きく、現状の教科書での取り扱いは十分でない
と考えられた。

研究成果の概要（英文）：　In Japan, the evolving technological innovations in advanced reproductive 
technology (ART) involve ethical issues; however, educational guidelines in nursing remain unclear. 
Therefore, we conducted a survey involving healthcare consumers and nursing students and analyzed 
the syllabus and textbooks of undergraduate nursing programs to obtain suggestions for nursing 
education and care in Japan. Results suggest that gender differences in ART awareness, the 
importance of understanding the relationship between couples, the cultivation of ethics through 
experience in nursing education in practice, and instructors’ timely guidance in the field are 
effective. Education time allotted for topics that potentially include ethical issues, such as ART 
with third-party involvement, varied widely from institution to institution and was not adequately 
addressed in the textbooks.

研究分野：母性看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　昨今の高度生殖医療（以下ART）は、複雑で倫理的難題を含む現象を伴っている。現状では、倫理的問題を含
むARTに対して専門職団体のガイドライン等により、その実施が制限されているが、国内で実施できないARTを求
め、国外へ渡航する日本人が少数ながら存在する。また、卵子提供や代理出産のような第三者が関与する生殖技
術は、女性の健康を害し、子どもの福祉の観点からも問題を含んでいるが、看護教育の中での教育的指針も明ら
かでないばかりか、国内外の看護研究は進んでいない。本研究により看護の視点から得られた知見は、進化する
ARTを受けるカップルの理解を促し、また看護および看護教育への示唆を得るものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
昨今の高度生殖医療（以下 ART）の技術的革新は、未婚男女の配偶子凍結保存、死後生殖、

着床前診断、高齢不妊の第三者卵子提供による治療、同性愛者婚への ART など、非常に複雑で
倫理的難題を含む現象を伴っている。現状では、これらの倫理的問題の大きい ART に対して専
門職団体のガイドライン等（日本産科婦人科学会、2013）により、その実施が制限されている。
それゆえ、国内では実施できない ART を求めて、技術利用の寛容なタイやインドなどのアジア
地域へ渡航する日本人が増えている（日比野、2012）。法整備や世論の合意を待たず、倫理的問
題を含む ART の実施は進んでいる。一方で、現実問題として存在する、ART を取り巻くマイノ
リティの対応について医療、看護の現場で語られることは少ない。医療者、看護者はマイノリテ
ィに対して、自分とは対立する価値観に対して中立的もしくは擁護的立場を取ることが望まれ
る。しかし、知識と専門性をもつがゆえに観念が偏る。そしてマイノリティへの批判的態度を抱
いたり、ジレンマに陥ったりするなど、進化する ART の現状と看護者の意識上に摩擦現象が起
こっているのではないかと考えられる。生殖医療は既に存在する個人を対象とするのでなく、生
命の誕生そのものを対象とするために、通常の臨床医学とは異なった倫理観が必要とされる。さ
らに卵子提供や代理出産のような第三者が関与する生殖技術は、女性の性と生殖に関する健康
（リプロダクティブ・ヘルス）を害し、子どもの福祉の観点からも問題を含んでいるが、看護教
育の中で進化する ART に関する見解は一致しておらず、教育的指針も明らかでないばかりか、
国内外の看護研究も進んでいない。つまり、生殖医療技術の進歩に追従できないまま、看護を提
供せねばならない現状で、この分野の未開発な看護に早急な手立てが必要である。 
 
２．研究の目的 
前述のような背景から、本研究は倫理的問題を含む ART 利用者への看護に携わる看護者への

支援、看護倫理教育の一助とすることを目的とする。また日本とタイ国の看護学生の生殖医療に
携わる倫理意識の比較により、日本の学生の特色を検討する。さらに看護学士教育課程シラバス
および母性看護学教科書の分析により、日本における看護教育への示唆を得る。 
 
３．研究の方法 
 研究期間中にコロナ禍の多大な影響を受け、研究の中断および進行が遅れたことから方法の
変更を余儀なくされ、途中で研究計画の見直しを図った。 
(1)インターネット調査の見直し 
 日本において、第三者が関与する高度生殖医療に対する意識について、国内に 1,000 万人以上
のリサーチ対象を有する調査会社に依頼し、インターネット調査を実施した。対象者は調査会社
に登録している、不妊治療経験のある成人男女各 309名と不妊治療経験のない女性 309名とし、
年齢を 30歳代～40 歳代に限定した。質問内容は、海外での不妊治療経験、第三者の関与を伴う
不妊治療やケアに対する意見などとした。 
 
(2) 日本とタイの看護学生への質問紙調査の再分析 
 不妊治療における制約が比較的少ないタイ国と国内での制約が多いために海外に治療を求め
てツーリズムを行う不妊カップルが増えている日本、この二国間において看護教育への示唆を
得るための量的調査を実施した。方法は無記名自記式質問紙調査であり、看護学生の ART に対す
る考え方、教育ニーズ、道徳的感受性（J-MSQ）（滝沢ら、2015）などをたずねた。日本の看護学
生 454名、タイの看護学生 816名から回答が得られた。コロナ禍の影響により、タイ国への渡航
が困難となったことから、それ以前に実施していた調査結果について、再分析を行い、日本の看
護教育のあり方を考察した。 
 
(3)看護学士課程におけるシラバス分析 
 日本看護系大学協議会の会員校に登録している全国の看護系大学 299 校（2023 年 6 月時点）
のうち、各大学がウェブで公開しているカリキュラム及びシラバスで閲覧可能な大学のシラバ
ス 289校分を分析データとした。289 校のシラバスから、①倫理に関する科目の中で生殖補助医
療がどのように取り扱われているか、②生殖補助医療に関連する看護系専門科目として、保健師
助産師看護師学校養成所指定規則の別表 3 に示されている「母性看護学」に着目し、これに該当
するシラバス（2023年度版）を分析した。 
 
(4)「母性看護学」教科書の分析 
 2012 年から 2022 年の 10 年間に出版された教科書を対象に、国立国会図書館のデータベース
を使用して、「母性看護学」で検索し、入手可能な 8冊を対象文献とした。 
 母性看護学における「倫理」と「第三者の生殖機能を利用した生殖補助医療」に焦点をあて、
これらについて教科書ではどのような記述がなされているのかを明らかにするために、文章よ
り意味のある情報や特徴を見つけ出す計量テキスト分析を用いた。これは、コンピューターによ
り計量的分析手法を用いてテキスト型データを分析し、内容分析を行う方法である（樋口、2020）。 



 
(5) 本研究における倫理的配慮 
インターネット調査では、調査に入る前の画面でこれらを告知し、承諾の上で調査を開始する

ことを依頼した。質問紙調査では、調査は無記名であり、自由意思での参加を呼びかけ、不参加
の場合も何ら不利益がないこと、答えたくない項目には答えなくて良いことを書面で示し、調査
協力をもって同意とみなした。また本研究は人を対象とする調査について、研究者の所属機関に
おける研究倫理審査委員会にて承認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
(1)インターネット調査および文献検討 
 調査結果および文献検討より、以下の知見を得た。 
① 海外で不妊治療を経験した者は少数だが存在し（男性 6.8%、女性 1.3%）、増加傾向になると
予測されていたが、現状ではそれほどの増加はみられていない。2020 年以降コロナ禍の影響は
大きいが、当事者たちは海外での ARTを実施しなかった理由として、リスクを挙げており、当事
者らの不安やリスクを把握した上での安全性が確保された ART の実施が必要である。 
② 第三者が関与する ART についての容認の程度には男女差があり、また、自分のこととなると
カップルのどちらかの遺伝子のみしか継承されないことに対する抵抗感がある。さらに、不妊治
療の主導権は女性のほうが強い。 
③ 第三者が関与する ART について、一般論としての容認の程度は、不妊治療経当事者と医療従
事者とでは類似しており、必要と考える割合は高い。 
④ 不妊治療を受ける女性の健康状態にはパートナーとの関係性が影響するため、カップル双方
の意識、またカップルの関係性をも理解して支援することが重要である。 
 
(2) 日本とタイの看護学生への質問紙調査 
 道徳的感受性 J-MSQ9項目について、主因子法プロマックス回転により因子分析した結果 2因
子が抽出された。因子 1は 4 項目であり、オリジナルの下位因子道徳的気づきのすべての項目を
含むことから、「道徳的気づき」と命名した。因子 2は 5 項目で、オリジナルの下位因子の道徳
的強さすべてを含むことから「道徳的強さ」と命名した。 
 J-MSQ 全体の得点では、日本 37.68±4.91、タイ 39.43±4.84 でタイの方が有意に高かった
(p<.001)。2つの下位因子については、道徳的気づきは日本のほうが有意に高く(p<.001)、道徳
的強さはタイのほうが有意に高かった(p<.001)。なお、J-MSQ 尺度全体のクロンバックαは 0.71、
道徳的気づきは 0.70、道徳的強さは 0.78であった。 
 日本とタイにおいてこの道徳的感受性の差異が明確となった。興味深いことは、道徳的感受性
の全体ではタイが有意に高いにもかかわらず、下位尺度の道徳的気づきは日本のほうが有意に
高いことである。この道徳的気づきは、患者が何を望み、何を必要としているかを見出し、気づ
くことによる負担の感覚（滝沢、2015）とされる。一方、道徳的強さとは患者自身を守るためで
はなく、患者の立場から看護行為を正当化できる勇気や物事に立ち向かう能力、とされている
（滝沢、2015）。これらのことから、日本の学生の特徴として、患者のニーズや道徳的問題に気
づくことのできるセンシティブな感覚を備えているが、問題が起こったときに行動に起こす段
階での能力が不足している可能性が考えられる。 
 このような日本の学生の特徴から、日本の看護教育において道徳的強さを強化するには、臨床
実習のような実践経験の中での体験を重視することが有効であると考えられる。単なる看護倫
理教育のみで道徳的感受性は変化しないが（Hye-A Yeom,2017)、一方で、倫理理論と臨床実習に
よる実践経験とを組み合わせたカリキュラムは効果が高い（Cannaerts N.,2014)と言われるこ
とから、体験型の教育方法を工夫しながら教授することが望ましい。 
また看護学生は倫理原則を臨床的判断に統合することができない、日常的な看護実践に伴う

倫理的ジレンマに対処する準備ができていないことが往々にしてある。したがって、臨床実習に
おいて、指導者、指導教員の役割は重要であり、事例に寄り添ってタイムリーに指導できるよう
に、指導する者は、進化する生殖医療への知識を蓄えたうえで、指導できる準備を整えておく必
要がある。 
 
(3) 看護学士課程におけるシラバス分析 
① 倫理に関する科目の中での生殖補助医療、第三者の関与に関しての取り扱いについて 
 倫理に関する教育は、教養科目、専門科目ともに行われており、大学によっては複数科目、他
学部との合同科目も存在したが、カリキュラムから看護学生が履修可能な科目はすべて抽出し
た。その結果 262 校分のシラバスを入手した。うち 236 校は 1 科目、26 校は複数科目あった。
262 校のうち、授業内容として生殖補助医療に関する内容の記載があったのは 96 校（36.6％）
であった。さらにそのうち、第三者が関与する生殖補助医療に関する内容の記載があったのは 36
校（13.7％）であった。 
 倫理に関する科目の中での 3 割以上に生殖補助医療について記載があったが、担当者につい
ては教養科目教員であったり、医学系教員であったり、様々であった。また分野別にオムニバス
の形式で行っている大学が散見された。さらに教育方法も講義だけでなく、グループワーク、個
人ワーク、ディベートなどアクティブラーニング型の科目も多くみられた。 



② 「母性看護学」における倫理教育について 
科目名は必ずしも「母性看護学」ではないことから、「母性」「母子」「リプロダクティブ・ヘ

ルス」「生涯看護」のキーワードでシラバス検索し、科目概要を閲覧して確認、または当該大学
の教育課程や履修モデルから母性看護学に該当する科目を抽出した。その中でイントロダクシ
ョンに相当する最も早く履修する科目に注目したが、「母性看護学」に相当する科目を概観し、
倫理教育に相当する内容を含む科目が複数ある場合は、すべての科目を選定して大学ごとにま
とめて対象とした。 
 対象とした 289校のシラバスのうち、科目概要、到達目標、授業内容に倫理に関する内容の記
載があったのは 198校（68.5％）であった。そのうち、科目概要、到達目標に倫理に関する記載
があったのは 110校、授業内容に倫理に関する内容の記載があったのは 185 校であった。授業内
容に倫理に関する記載があった科目について、その取扱い時間数を調べたところ、1 単位中の 1
コマが最も多く 89 校、1 単位中の 2 コマ以上は 9 校であった。2 単位科目の中で取り扱ってい
る大学では 1 コマが 53 校、2 コマが 18 校であった。記載された倫理に関する内容（トピック
ス）は、1 校当たり 1～7 個の記載があり、のべ 190 の内容（トピックス）が抽出された。これ
らを内容ごとに分類したところ 26 に分類され、最も多い内容（トピックス）の分類は生殖補助
医療 52件、ついで出生前診断 43件、人工妊娠中絶 27 件であった。遺伝子診断 1 件や卵子凍結
保存 1件など、近年話題の高度医療に着目した内容も少数ながら見られた。 
 一方、生殖補助医療に関する倫理的問題を取り扱っている記載があったのは 57 校（19.7％）、
第三者の関与についての倫理的問題については 5 校のみ（1.7％）であり、上述の 1)に示した倫
理系科目に比べると大きく下回っていた。 
母性看護学の科目の中で 6 割以上の大学が倫理的視点に焦点を当てた教育内容を実践してい

たが、取り扱いの時間数は大学によりばらつきがあることがわかった。また取り扱う内容も大学
において様々であり、各大学の科目の到達目標にも違いがあることから、これに合わせた授業内
容であることが推察される。最新のトピックスを踏まえて学習を深化させることが望ましいが、
時間的拘束上、学習内容を厳選しなければならない。また、シラバスに明確な記載は無くとも、
講義である程度触れていることも考えられる。今後は、それぞれの教員が母性看護学分野での倫
理教育に対してどのような考えをもっているのか、また大学内のカリキュラムの中で、倫理教育
の配分、取り扱い内容のすみ分け等をどのように工夫しているかなど、個別の検討も必要である。 

シラバスが入手できた 289校のうち、倫理の科目、母性看護学に相当する科目のどちらにおい
ても生殖補助医療に関して記載がなかったのは 150校（51.9％）で半数であり、本調査内容の言
及については限界がある。 
 
(4) 「母性看護学」教科書の分析 
 「倫理」を含む見出し、また「第三者の生殖機能を利用した生殖補助医療」（以下、「第三者関
与 ART」とする）については、その内容を含む段落ごとに抜き出してテキストデータ化した。 
① 抽出語 

「倫理」に関する内容については、あらかじめ取捨選択処理として強制抽出語句に「人工妊娠
中絶」「出生前」「生殖補助医療」「自己決定」「意思決定」を指定した。抽出された総文章数は 1,125
文章、総抽出語数は 39,777 語であった。頻出語は、「倫理」が 214 回で最も多く、以下、「胎児」
「女性」「検査」「看護」と続いた。「第三者関与 ART」に関するに内容について抽出された総文章
数は 178文章、総抽出語数は 6,586語であった。頻出後は、「医療」が 57回で最も多く、以下、
「生殖」、「提供」、「子」と続いた。 
② 共起ネットワーク分析 
 「倫理」に関する出現語同士の共起ネットワーク図（図 1）では、Jaccard 係数を強い関連を
示すとされる 0.2 以上と設定し分析したところ、語同士の関係性が強い語が数多く示されたた
め、上位 60の共起関係に設定し描画した。語同士の全リンク数が 60以上のものにした場合、最
小の Jaccard係数は 0.56であった。分析の結果、8つの subgraphに分けられた。subgraph を 1
つのグループとし、8つのグループにコード化し、【 】のように命名した。 
 これらのグループから、「倫理」の内容では、【家族形成】するという母性看護特有の時期にお
ける倫理的内容が取り扱われていることがわかる。特に【生殖補助医療】や【女性が受ける周産
期の先端医療技術】の中で、倫理的問題に直面することが多々あり、生命の操作性という観点か
らの理解が必要であると考える。また近年、NIPT に関する賛否がマスコミで多く取り上げられ、
世論の高まりもあって、【出生前診断に伴う人工妊娠中絶】についての記述も多く見られた。医
療の高度化の中で、【周産期医療における日本の現状】も刻々と変化しており、法整備の遅れが
指摘されている現状を理解させることも教育上、必要であろう。さらに、対象者へのケアを考え
るうえでは、【検査結果による意思決定】や【倫理的な問題を考えるために専門職から必要な情
報提供をうける権利】、【自己決定の尊重】という視点にもフォーカスしていく必要がある。 
次に「第三者関与 ART」に関する出現語同士の共起ネットワーク図（図 2）では、Jaccard 係

数を強い関連を示すとされている 0.2 以上と設定し分析したところ、語同士の関係性が強い語
が数多く示されたため、上位 60 の共起関係に設定し描画した。語同士の全リンク数が 60以上の



ものにした場合、最小の
Jaccard 係数は 0.6 であっ
た。結果、8つの subgraphに
分けられた。 
 文字単位から見ると、「第
三者関与 ART」については、
「倫理」よりも圧倒的に少な
かった。倫理的問題を多分に
含む「第三者の関与」である
が、教科書による取り扱いの
分量は充分でない可能性が
ある。またその内容について
は、【倫理的問題を含む第三
者が関与する生殖補助医療】
という全般的な内容に加え
て、【夫以外の精子の夫婦へ
の提供】、【代理出産】、【卵子
提供による体外受精】という
具体的な、第三者が関与する
方法の記述が見られた。【胚
移植】や【人工授精】に関し
ては、第三者関与に特化せ
ず、一般的な生殖補助医療
の記述として解説されてい
た。また、「倫理」の内容と
同様に教育においては、【周
産期医療と法律】の整備の
遅れという実態や、関連す
る法律の理解、さらに、第三
者関与の ART によって生ま
れた子どもの【出自を知る
権利】については、保証され
るべき内容として教育上必
要な内容である。 
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図 2 「第三者の生殖機能を利用した生殖補助医療」の共起ネットワーク図 

 

図 1 「倫理」の共起ネットワーク図 
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